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近年、有機薄膜太陽電池は高いエネルギー変換効率（>10%）を示し、また、ロールツーローツ

等の製造が可能であるので、次世代太陽電池として期待されている。有機薄膜太陽電池の活性層

は、主に、ドナー性高分子とアクセプター性のフラーレン誘導体を有機溶媒に溶解しスピンコー

トとその後の熱処理によって形成する。こうした活性層はバルクヘテロジャンクション(BHJ)と呼

ばれ、ドナー領域とアクセプター領域がナノレベルでヘテロ接合を形成していると考えられてい

る。しかしながら、各ドメインの分子状態の詳細はほとんど分かっていない。 

 我々は、フォトンファクトリーの BL13A に建設された軟 X 線顕微鏡[1]を用いて、F8T2/PC71BM

の各ドメインの分子状態を明らかにした。F8T2 は液晶性を有する半導体高分子であり、PC71BM

分子と混合すると周期的なナノ構造を形成する。F8T2/PC71BM 混合膜を 240 度で熱処理すると、

純粋な F8T2 領域と純粋な PC71BM 領域に分離することが知られている。炭素 K 吸収端付近にお

ける各エネルギーでの軟 X 線吸収像

を図 (a)-(d) に示す。 (b)284.6eV や

(d)300eV では、顕著な明暗が観測さ

れる。明るい領域と暗い領域は、そ

れぞれ、PC71BM 領域と F8T2 領域に

対応する。図(e)に明るい領域と暗い

領域での吸収スペクトルを示す。講

演では、エネルギー変換効率を最適

化された F8T2/PC71BM 混合膜（80 度

でアニール：PCE=2.28%）の軟 X 線

吸収スペクトルを解析し、各ドメイ

ンにおける分子混合について報告する。 
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